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「表現リズム遊び」の授業づくりに関する実証的研究
―「からだ遊び」の学習内容としての検討―

安江　美保※

Practical research on using“expressive rhythmic play”in class
：The possibility of using“body play”

Miho YASUE

　The present study aims to use newspaper and onomatopoeic words as a clue to 
learn the body movement. It focused on an exercise class at the second grade level of 
elementary school.
　As a result,“rhythm nori-nori man”, “daruma-san-ga-koronda man”, “omosiro mirror 
man”, “wonderful onomatopoeia man”, and “thoroughly newspaper man” became 
popular among children. It was revealed that the children learned the movement 
expressing“the difference in the textures of a motion”, “extraordinary movement”, and 

“free movement”.
　Furthermore, it was suggested that it is important to consider that“expressive 
rhythmic play”is part of“body play”.
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Ⅰ．はじめに

　現代における少子化や核家族化、都市化
や高度情報化などの様々な環境の変化は、
子どもの心と体に「不自然でアンバランス
な状況」を生み出している。現代の子ども
たちは、遊ぶ時間、空間、仲間の減少に伴い、
地域社会の中で大勢で群れて遊ぶ経験が少
なくなってきた。そのため、その中で育ま
れる様々な身体能力や豊かな身体感覚、我
慢と自己主張のバランス感覚やコミュニ
ケーション能力など、生きる基盤となる大

切な力を身に付けていくことが難しい時代
となっている。そうした状況の中で、学校
体育の果たす役割は益々重要になってきた。
　小学校の体育科における表現運動は、「自
己の心身を解き放して、リズムやイメージ
の世界に没入してなりきって踊ることが楽
しい運動であり、互いのよさを生かし合っ
て仲間と交流してなりきって踊る楽しさや
喜びを味わうことができる運動」（新学習
指導要領解説より）である。他の運動領域
のようなルール、道具等がなく、「心と体
が一体となった動き」が運動を大きく左右
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している。そして、動きの違いが個性とし
て際立ち、だからこそおもしろく豊かに身
体的コミュニケーションを展開していくこ
とができる。まさに、心と体が一体となっ
た「生き生きとした身体」を育んでいくこ
とに最も直結している運動領域であり、多
様なダンス文化へのつながりも含めて、今
後益々その重要性が増してくると思われる。
　その一方で、何をどのように指導してい
くことが表現運動の確かな力となっていく
のか、分かりにくい領域でもある。学ばせ
たい動きのおもしろさを明確にした実証的
な研究が益々求められているのである。

Ⅱ．研究の背景　

１．「表現リズム遊び」の学習内容
　低学年における表現リズム遊びは、「身
近な動物や乗り物などの題材をとらえて、
そのものになりきって全身の動きで表現し
たり、軽快なリズムの音楽に乗って踊った
りして楽しむことができる運動遊び」（新
学習指導要領解説より）である。
　村田（1991）は、「低学年の児童は、何
かを表現するというより、変身すること自
体を楽しみ、その変身対象の魅力に引かれ
て活動する。したがって、いかに児童の興
味・関心の高い題材を取り上げるかがポイ
ントとなる。」と述べている。したがって、
新学習指導要領においても、「動物」「昆虫」
「遊園地の乗り物」など、児童にとって身
近で関心が高く、特徴的で具体的な動きを
多く含む題材が例示として示されている。
こうした「題材」を取り上げる良さは、児
童が主体となった学習が展開されやすいこ
とが第１に考えられる。
　ところが、児童が主体となって学習を進
めていく中で、例えば「動物」の場合、動
物になっているつもりで、長い間床を這い
回り、最終的には友だちとのふざけ合いが
始まってしまったり、１つの動物になって

も、同じような動きしか見つからず、すぐ
に飽きて動きが止まってしまうという姿も
見られる。
　本研究者が小学校現場での実践から実感
として捉えてきたことは、児童が何かにな
りきっている姿には、２つのタイプがある
と考えられることである。１つは、「から
だで

4

動物を表している児童」。もう１つは、
「からだが

4

動物を表している児童」である。
「からだで

4

」表している児童は、動物の動
きを忠実に表しているようにみえて手足だ
けの動きが多く、体が躍動していない。「か
らだが

4

」表している児童は、跳ねたり転がっ
たり、体幹部をねじったり、反ったりして、
体が躍動している。実際の授業の中では、
「からだで

4

」表している児童の方が多く、
「からだが

4

」表している児童の動きの良さ
を全体の場に広げながら学習が進められる
ことが多い。
　「題材」を取り上げた授業においては、
その題材の持つ「動きのおもしろさ」を明
確にし、それをどのように学ばせ、運動の
特性にふれさせていくのかが大きな課題で
ある。しかし、その一方で、もっとストレー
トに「からだが

4

表す」おもしろさを学ぶこ
とができる授業を構想することはできない
だろうかと考えた。このことは、低学年を
「いろいろなリズムや表現の遊びを体験し
て、多様な身体感覚やコミュニケーション
の基礎を身につけ、踊りが好きになる段階」
（村田、2011）ととらえる点からも重要な
ことと思われる。

２．題材以外を手がかりとした表現リズム
遊びの実践

　「女子体育」は、表現運動・ダンスの学
習に関わる実践が数多く紹介されている日
本女子体育連盟の研究機関誌である。過去
10年間（平成12年～平成22年）において低
学年の表現リズム遊びの実践は29事例であ
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る。29事例のうち26事例が動物、海の生き
もの、冒険ものなどの題材を手がかりとした
実践であった。そして、３事例は、モノや
音を手がかりとした内容の実践であった。
２年生の「グニャグニャ、カクカク、ドンド
ン－オノマトペ１）で遊ぼう－」、１年生の「か
らだであそぼう」、低学年の「もようくんに
へんしん！－オノマトペを手がかりに－」で
ある。３年生では２事例報告されていた。
　音やモノを手がかりとした実践は、幼稚
園や保育園での身体表現、中学校や高等学
校でのダンスにおいては多く報告されてい
る。特に、中学校、高等学校におけるダン
スでは、新学習指導要領に、取り上げるテー
マ例の１つとして「もの（小道具）を使う
（新聞紙、布、ゴムなど）」が示されてい
ることにもよると思われる。
　島内（2002）は、「『もの』は、関わっ
たり、操作したりすることでいろいろな動
きを誘発し、また、そのことによって、イ
メージを沸き上がらせる不思議な力を持っ
ている。」と述べている。小学校においては、
モノや音を手がかりとした単元としての実
践は、まだ少ないが、教材としての価値は
認められており、授業の導入や、題材と組
み合わせて取り上げられることは増えてき
ていると思われる。

Ⅲ．研究目的

　本研究では、小学校２年生の表現リズム
遊びの学習において、新聞紙やオノマトペ
などのモノや音を手がかりとした単元を構
想し実践する。そして、その結果を考察す
ることによって、「からだが表す動きのお
もしろさ」をストレートに学ぶことができ
る有効な授業内容を検討し、「表現遊び」「リ
ズム遊び」に加えて「からだ遊び」を学習
内容に位置付けることが出来るかどうかを
検討することを目的とした。

Ⅳ．研究方法

１．研究対象
　岡山市立Ｏ小学校２年生１クラスの児童
（男子17名、女子19名）を対象に、本研究
者が授業者となって指導した。なお、担任
教諭は、支援の必要な児童にかかわりなが
ら児童全体の動きの様子を観察した。
２．授業実施時期
　平成22年年10月12日～10月29日の期間に
同小学校の体育館にて、計５時間実施。
３．授業の概要
　実施した授業の単元計画は資料１に示
す。授業の展開では、毎時間の前半に教師
主導の「やってみる活動」を、後半に児童
が主体となって「ひろげる活動」を位置付
けた。なお、活動内容が類似している「体
ほぐしの運動」との違いを明確にする意味
も含めて、各時間を「○○マンに変身しよ
う」として、自分でないものになりきって
楽しむことを大切にした単元構想としてい
る。
４．分析方法　
　４－１　授業記録
　毎時間、児童の活動の様子を斜め前方よ
りビデオ撮影する。授業分析に際しては、
ビデオ撮影したものから、「指導者の発言
や動き」と「児童の発言や動き・様子」を
書き起こし、それを元に各時間の授業につ
いて、学ばせたい内容の指導場面と児童が
主体となって動く場面との関連を省察して
いくことで、児童の確かな力となっていっ
たのかを検討していく。
　４－２�　指導者側の授業評価と児童の自

己評価
　　４－２－１　指導者側の授業評価
　毎時間の授業について、担任教諭、他大
学舞踊専門教官、本研究者の３人で、表１
の「指導者側の評価」の７項目について、
児童の動きを５段階で評価した評価点の平
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均を出し、その授業の「指導者側の評価」
とした。この動きを評価する７つの観点は、
「ダンス授業における指導者の学習者の動
きをみる観点－指導言語とその発言の意図
に着目して－」（山崎他、2010）から引用した。
　　４- ２- ２　児童の自己評価
　毎時間の授業終了時、児童に動きの自己
評価と感想を記入してもらう。表１の「児
童の自己評価」の10項目について◎○△の
３段階で自己評価する。この10項目は、指
導者側の授業評価の７つの観点とリンクさ
せて設定した。７項目と10項目と項目数が
異なるのは、児童が動きの自己評価をしや
すいように配慮したことによる。
　児童の自己評価の◎を３点、○を２点、
△を1点とし、全児童の得点を合計し、毎
時間項目別の平均点を出す。なお指導者側
の評価と児童の自己評価を関連させて見て
いくために、指導者側の７項目に関わる児
童の自己評価を取り上げ、指導者側の５点
満点による評価点を児童の自己評価の３点
満点に置換してグラフ化した（図２～図
８）。また、児童側の⑥⑦の結果の平均を
⑤の「質感の違い」の評価点とし、児童側
の⑧⑨の結果の平均を⑥の「ひと流れの動
き」の評価点とした。

　４－３　授業後のアンケート調査
　単元終了後に、全児童を対象に「①単元
を通しての楽しさの度合いとその理由」「②
各時間の楽しさの度合い」「③この学習で
どんな力がついたと思うか」の３項目につ
いてアンケート調査を行った。そして、そ
れらの内容から、児童が「いろいろ変身！
からだ遊び」の学習をどのように受け止め
たのかを考察していく。

Ⅴ．結果と考察

１．�「学ばせたい内容」と「児童の動き」　
からみた各時間の授業省察

　１－１�　第１時「リズムノリノリマン」
に変身しよう

　第１時では、「体幹部をくずしながら、
おへそを中心にリズムに乗って踊るおもし
ろさ」を学ぶことをねらいとしている。表
２は、第１時の学習活動である。

表２　第１時の学習活動

１．ほぐしの運動をする。
２ ．「いろいろ変身！からだ遊び」の

単元のめあてをつかむ。
３．本時のめあてをつかむ。
　�　「リズムノリノリマン」にへんし
んしよう。

４ ．先生の動きを真似しながら、「リ
ズムノリノリマン」に変身して踊る。

５ ．いろいろな２人組で、リーダーを
変えながら「リズムノリノリマン」
に変身して踊る。

６．学習のまとめをする。

　この時間は、４の「先生の動きを真似し
ながら踊る活動」の中で、この時間に学ん
でほしい「体幹部をくずしながらおヘソを
中心にリズムに乗る動き」を身に付けるこ
とができるようにしている。そして、この
活動が、５の「２人組でリズムノリノリマ

表１　児童の動きを評価する観点
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ンに変身して踊る」活動の中で生かされて
いたかを見ていく。
　４の活動で指導者は、軽快なロックのリ
ズムの曲をかけ、１曲通して児童たちに指
導者の動きを真似させていった。指導者は、
１曲の間に29種類の動きを行っている。前
半では「おヘソを中心にリズムに乗る動き」
を、後半では「体幹部をくずして踊る動き」
を入れている。
　「おヘソを中心にリズムに乗る動き」で
は、①後打ちのリズムに乗ってその場で手
拍子、②後打ちのリズムに乗って頭上で手
拍子、③サイドステップで後打ちのリズム
に乗って頭上で手拍子、④後打ちのリズム
の時に足を前に振り上げる、⑤「④の動き」
に両手を上げる動きを加える、の５種類を
行った。そして、それ以降の⑥～�までの
24種類の動きでは、大きな動きと小さな動
き、体をねじる動き、跳ぶ動きと転がる動
き、速い動きとスローな動き、肘や肩など
体の部分を生かした動き、移動する動きな
どを入れている。児童たちは、指導者の動
きを真似て踊った。初めの方は、多くの児
童が恥ずかしそうに踊っていたが、「先生
の真似ができてる？」という声かけで、少
しずつ躍動的な動きになっていった。
　５の活動では、２人組でリーダーを交代
しながらリーダーの動きを真似て踊った。
２人組も変えていった。リーダーの児童は、
どんな動きをしたらいいのか戸惑い気味で
あった。女子の約半数はリズムに乗ること
を意識しているが、男子の多くはリズムに
乗ることをあまり意識して踊れていない。
　そこで、途中で活動を止め、３つのシン
プルな動きをやって見せながら「簡単な動
きでいいよ」と助言をしてもう一度踊っ
た。１回目よりは、何をすればいいのか分
かっている児童が増えたが、全体的にリズ
ムへの乗りはよくない。５の活動でリズム
に乗って踊れている児童は、全体の４分の

１くらいであった。
　以上のことから分かることは、４の「教
師の動きを真似て踊る活動」が、５の「２
人組で踊る活動」に有効に生かされていな
かったということである。「リズムに乗る
こと」の基礎・基本を、さらに丁寧に押さえ、
リズムに乗る動きで楽しめるようになって
から、「体幹部をくずして踊る動き」を徐々
に入れていくべきであったと思われる。
　リズムノリノリマンは、第２時以降の授
業の導入部分でも行っていくため、第１時
から多くの種類の動きを入れていく必要は
なかったと思われる。この第１時の省察は、
第２時以降に生かされた。第４時には、体
幹部をくずしながらおヘソを中心にリズム
に乗ることができてきた。女子の方がリズ
ムへのノリがいいが、男子も全体的にリズ
ムへのノリがよくなっていった。

　１－２�　第２時「変形だるまさんがころ
んだマン」に変身しよう

　第２時では、「『だ～るまさんが』のリ
ズムに合わせて動き、『こ～ろんだ！』で
見たこともない変な形でピタッと止まる動
きを繰り返すおもしろさ」を学ぶことをね
らいとしている。表３は、第２時の学習活
動である。

表３　第２時の学習活動

１ ．ほぐしの運動をする。
２ ．本時のめあてをつかむ。
　�　「へん形だるまさんがころんだマ
ン」にへんしんしよう。

３ ．指導者がリーダーになり、「だ～
るまさんがこ～ろんだ」のリズムに
合わせて、移動とストップを繰り返
しながら、いろいろな動きで遊ぶ。

４ ．選ばれた代表児童４人のリードで
「変形だるまさんがころんだマン」
に変身して踊る。
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５ ．全体を２つのグループに分け、選
ばれた代表児童４人のリードで、交
互に「変形だるまさんがころんだマ
ン」に変身して踊る。

６．学習のまとめをする。

　この時間は、３の「先生がリードする『だ
るまさんがころんだ』の言い方に反応して
踊る活動」の中で、この時間に学んでほし
い「動く、止まるの繰り返しの中で、瞬時
に見たこともないポーズでピタッと止まる
動き」を身に付けることができるようにし
ている。そして、この活動が、４の「選ば
れた代表児童のリードで変形だるまさんが
ころんだマンに変身して踊る」活動の中で
生かされていたかを見ていく。
　３の活動で指導者は、「動く－止まる」
の動と静のメリハリが出るように、見たこ
ともないポーズでピタッと止まることに重
点を置き、それができている児童の動きを
称揚し、良さを全体に広げていくかかわり
を行った。
　実際の活動では、体育館のステージ前に
指導者が立ち、体育館の反対側の壁際から
全員が１列になって「はじめの一歩」のか
け声で始まる。指導者が「だ～るまさんが
こ～ろんだ」と言い始めると、児童たちは
小走りに前進してきた。派手なポーズでは
ないが、１人１人が違うポーズでピタッと
止まっていた。表情をつけている児童も数
人いた。４回めになると、ほとんどの児
童が教師を取り囲む位置に来ていて、指
導者が「切った！逃げろ！」と言うと、
「キャーッ！」「ワーッ！」などと叫びな
がら、スタート位置に向けて勢いよく走っ
ていった。「ストップ！」の声で、動きを
止めて終わりとした。動きのメリハリと
ポーズの工夫をより確かにするために、同
じ活動をもう１回行った。
　３セット目では、「だるまさんがころん

だ」の言い方を、「だ・る・ま・さ・ん・
が・こ・ろ・ん・だ！」とスタッカートを
つけた言い方や、「だ～る～ま～さ～ん～
が～こ～ろ～ん～だ～」と、粘った感じの
言い方に変えて行った。やり始めた頃は、
笑い声が出ていたが、次第に集中してきて、
指導者の言い方に反応して動いていた。ロ
ボットのような動きや粘った感じの動きで
前進し、１人１人個性的なポーズで止まる。
床に額をつけ、足を高く上げたポーズや、
背中をつけて手足でおもしろい形をつくっ
たりしている児童が数名いた。
　４セット目では、言い方の工夫に加えて、
語尾に「２人組！」「３人組！」などをつけ、
複数で瞬時にポーズをつくって楽しむこと
ができるようにした。この活動では、何人
でという指示が出るため、まず、誰とする
かで時間がとられ、それからポーズをとる
ので、瞬時に止まるという状態になりにく
かった。初めから２人組や３人組を決め、
瞬時に止まることを優先した方がよかった
と思われる。
　４の活動では、児童の中からリーダーを
４人選び、指導者に変わって動きをリード
させた。ここで指導者は、指導者がしてい
たように抑揚をつけた言い方で代表児童に
させる意図があり、そのように指示したが、
代表児童たちは、普通に「だ～るまさんが
こ～ろんだ」という言い方にとどまってい
た。この活動の場合、リードする者は、言
い方を工夫して動きを引き出すような声か
けが重要であるが、２年生の児童には難し
い要求であったと思われる。
　この「変形だるまさんがころんだ」のか
らだ遊びは、「移動する－見たこともない
ポーズでピタッと止まる」という動きのく
り返しを、動きの習得と活用が同時進行で
進む学習ととらえ、活動は指導者がリード
し、始め方や終わり方を児童たちと工夫し
て楽しんでいく方が望ましいと思われる。
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　１－３�　第３時「おもしろミラーマン」
に変身しよう

　第３時では、「体の部分を強調した動き
や、体の向きや高さ、速さなどに変化をつ
けた動きを取り入れながら、緊張感をもっ
て相手の動きに鏡のように対応するおもし
ろさ」を学ぶことをねらいとしている。表
４は、第３時の学習活動である。

表４　第３時の学習活動

１ ．ほぐしの運動をする。
２ ．本時のめあてをつかむ。
　�　「おもしろミラーマン」にへんし
んしよう。

３ ．指導者と向かい合い、鏡の向こう
の指導者の動きを真似ながら「おも
しろミラーマン」に変身して踊る。

４ ．２人組で、リーダーを交代しなが
ら、「おもしろミラーマン」に変身
して踊る。

５ ．４人組で、リーダーを交代しなが
ら、「おもしろミラーマン」に変身
して踊る。

６ ．４人組で「おもしろミラーマン」
に変身して踊る活動を半分ずつに分
かれて見せ合う。

７ ．学習のまとめをする。

　この時間は、３の「鏡の向こうの指導者
の動きを真似ながら踊る活動」の中で、こ
の時間に学んでほしい「体の部分を強調し
た動きや、高さや速さに変化をつけた動き
を鏡のように瞬時に対応する動き」を身に
付けることができるようにしている。そし
て、この活動が、４や５の「リーダーを交
代しながらおもしろミラーマンに変身して
踊る」活動の中で生かされていたかを見て
いく。
　３の活動では、まず初めに、指導者が代
表のＡ児と向かい合い「おもしろミラーマ

ン」を行って見せた。Ａ児は、活動の意味
をよく理解し、指導者の動きのリズムや質
感などを瞬時に真似ていた。周りの児童た
ちは２人の動きをよく見ていて、意外な動
きをしたときには、笑い声が起こった。
　次に、指導者対児童たち全員で向かい合
い「おもしろミラーマン」を行った。リズ
ムノリノリマンの時は後ろの方にいた男子
が前方にやってきた。児童たちは、緊張感
をもって指導者の動きを鏡のように真似し
た。私語をする児童は1人もいなかった。
　４の活動では、２人組や4人組になり、
児童たち同士で「おもしろミラーマン」を
行った。児童たちは、指導者と一緒にやっ
たことを生かしながら行っていた。近づい
たり、離れたり、ユニークな動きを入れた
り、ジャンプしたり、回ったり、寝転がっ
たり、速く動いたり、ゆっくり動いたりな
どしていた。しかし、急変するような意外
性のある動きについてはあまり見られな
かった。また、児童たちの中には、次の動
きを考える時に動きと気持ちが途切れがち
になる場合が随所にあり、なりきりにくい
状態も見られた。
　低学年の児童たちにとっては、「不思議
な生き物」など、なりきる対象の枠組みを
明確にした方法もあると思われる。また、
「おもしろミラーマン」に変身する相手を
変えていく方が、様々な個性に触れられて
おもしろさがさらに広がっていくと思われ
る。

　１－４�　第４時「不思議オノマトペマン」
に変身しよう

　第４時では、「多様な質感の音やオノマ
トペを手がかりに、体の部分を強調した動
き、緩急をつけた動き、ねじる・回る、跳
ぶ・ころがるなどの動きを入れながら、全
身を使って、感じるままに踊るおもしろさ」
を学ぶことをねらいとしている。表５は、
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第４時の学習活動である。

表５　第４時の学習活動

１ ．ほぐしの運動をする。
２ ．本時のめあてをつかむ。
　�　「ふしぎオノマトペマン」にへん
しんしよう。

３ ．オノマトペの絵本を手がかりに「不
思議オノマトペマン」に変身する。

４ ．オノマトペ編集音を使って、感じ
るままに「不思議オノマトペマン」
に変身して踊る。

５ ．オノマトペ編集音を使って、指導
者の動きを真似しながら、不思議オ
ノマトペマンに変身して踊る。

６ ．オノマトペ編集音を使って、４人
組でリーダーを交代しながら、「不
思議オノマトペマン」に変身して踊
る。

7 ．学習のまとめをする。

　この時間は、５の「指導者の動きを真似
ながら不思議オノマトペマンに変身して踊
る」活動の中で、この時間に学んでほしい
「音を手がかりとした多様な質感の動き」
を身に付けることができるようにしてい
る。そして、この活動が、６の「４人組で
リーダーを交代しながら不思議オノマトペ
マンに変身して踊る」活動の中で生かされ
ていたかどうかを見ていく。
　３の活動では、まず初めに、オノマトペ
の絵本「もこ　もこもこ」（谷川俊太郎・作、
元永定正・絵、文研出版、1977）を手がか
りに、不思議オノマトペマンに変身した。
児童たちは、不思議な音の連続に興味を持
ちながら、指導者の音読に反応して動いて
いった。初めの方は戸惑いがちに動いてい
た児童たちも次第に慣れてきて、不思議な
生きものがいろいろな形に変わっていくよ
うに動いていた。

　次に、様々な擬音語を編集したオノマト
ペ編集音を使い、その音に反応しながら「不
思議オノマトペマン」に変身した。最初の
方は、ほとんどの児童が、座っている状態
から立ち上がる、立っている状態から座る
の繰り返しだった。慣れてくるにつれて、
個性的な動きをする児童が数人現れてきた。
　児童たちは、何のお手本もなく感じるま
まに音に反応しながら躍動的に動いてい
た。全体的に体幹部が崩れる動きは少な
かったが、体幹部をくねらせたり、ねじっ
たりしながら目をひく動きをしている児童
が数人いた。同じ活動をもう一度行ったと
ころ、1回目よりも、個性的な動きが多く
見られた。音から感じる質感の違いが、動
きに現れている児童と、表れにくい児童に
分かれていた。児童たちは、この不思議な
音の世界をいい緊張感を持って楽しんでい
た。
　５の活動で、オノマトペ編集音を使っ
て、指導者の動きを真似しながら「不思議
オノマトペマン」に変身して踊った。指導
者の動きを真似しながら、児童たちは全身
を使ってよく反応していた。児童たちの動
きにあまりなかった床を使った動き、跳ぶ
動き、体幹部をくずした動き、柔らかい動
き、鋭い動きを意識的に入れた。
　６の活動では、オノマトペ編集音を使っ
て、４人組で１つの音ずつリーダーを交代
しながら不思議オノマトペマンに変身して
踊った。最初の方では、誰がリーダーか分
からなくなっていたグループもあったが、
慣れてきたら、リーダーの交代もスムーズ
に行っていた。指導者と一緒にした時の動
きをいくつか取り入れているグループが多
かった。
　今回の「不思議オノマトペマン」では、
オノマトペ編集音を使った。児童たちは、
次々に聞こえてくる不思議な音に反応して
楽しんでいたが、編集された音に反応して
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踊ることに終始してしまった。児童自身が
自分で気に入ったオノマトペを選んでから
だ遊びをする活動を入れるなど、身につけ
たことを児童自身の力で広げて遊ぶ活動の
工夫が必要であったと思われる。
　
　１－５�　「とことん新聞紙マン」に変身

しよう
　第５時では、「飛ばされる、折られる、
やぶられる、丸められるなどの新聞紙に、
とことんなろうとすることで生まれる、多
様な質感の動きのおもしろさ」を学ぶこと
をねらいとしている。表６は、第５時の学
習活動である。

表６　第５時の学習活動

１ ．ほぐしの運動をする。新聞紙と遊ぶ。
２ ．本時のめあてをつかむ。
　�　「とことん　しんぶんしマン」に
へんしんしよう。

３ ．指導者の操る新聞紙の動きを真似
ながら「とことん新聞紙マン」に変
身して踊る。

４ ．２人組で新聞紙を操る、操られる
側を交代しながら、「とことん新聞
紙マン」に変身して踊る。

５ ．１人１枚ずつ新聞紙を持って、指
導者の真似をしながら、新聞紙を操
る練習をする。

６ ．２人組や４人組でリーダーを交代
しながら、「とことん新聞紙マン」
に変身して踊る。

７ ．学習のまとめ、単元のまとめを
する。

　この時間は、３の「先生の操る新聞紙の
動きを真似ながらとことん新聞紙マンに変
身して踊る」活動の中で、この時間に学ん
でほしい「新聞紙になりきった多様な質感
の動き」を身に付けることができるように

している。そして、この活動が、４や６の
「２人組や４人組ででリーダーを交代しな
がらとことん新聞紙マンに変身して踊る」
活動の中で生かされていたかを見ていく。
　３の活動では、指導者の操る新聞紙の動
きになりきりながら「とことん新聞紙マン」
に変身した。人型に破いた新聞紙くんの動
きを、児童たちは素直に真似し始めた。動
きは全体的に堅く、紙のヒラヒラした感じ
が表れにくい。次に、指導者が１枚の新聞
紙を操り、その動きを真似させた。指導者
は、児童たちから多様な質感の動きを引き
出そうと、新聞紙の形状を「揺らす－揺ら
しながら移動－ピンと張る－クシャッとす
る－フワッと投げ上げる－フワッと落とす
－折っていく－開いていく－破る－丸め
る」と変えていった。
　児童たちの動きは、形を変えながら全身
を揺らしたり、ピンと張った質感を出した
り、くしゃくしゃからピンッとメリハリを
出したりしている児童が５～６人いた一方
で、全体的に動きが単調で、体幹部の動き
に乏しかった。新聞紙が折られていく度に、
体を小さく縮めていくだけの児童が多かっ
た。指導者の「いろいろな形で跳んでるよ」
「床に落ちてもどこか浮いているよ」など
の声かけで、体幹部をねじったり、不安定
な形にしたりし始めた。
　３の指導者が新聞紙を操る活動では、動
きの種類をもっと厳選して、１つ１つを
もっとゆっくり丁寧に取り上げ、動きの質
感の違いを明確に体で体感するところまで
高めていかないと、動きのおもしろさをつ
かむことはできないと思われる。
　４の活動で、２人組で操る側を交代しな
がら「とことん新聞紙マン」に変身した
が、操る方が次にどうしようかと考えなが
ら操っていて、動きが途切れがちであった。
　そこで、５の活動で１人１枚新聞紙を持
たせて、指導者の動きを真似させながら、
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一緒に新聞紙を操る練習を取り入れた。指
導者は声をかけながら一緒に行ったが、動
きの大小、緩急など、動きのメリハリにつ
いてもっと強調すべきだったと思われる。
　６の活動では、２人組で最初からダイナ
ミックに動き出していたが、デリケートな
動きに目を向けることが出来にくかった。
次に４人組で行った。１対３になったこと
で、児童たち集中力がやや拡散されて、全
体的に動きが単調になってしまった。リー
ダーが交代しても、誰もが一緒のような動
きになりがちであった。
　以上のことから、とことん新聞紙マンの
授業全体を見通したときに、３の「指導者
が操る新聞紙になりきって動く活動」が一
番のポイントであったと思われる。細江
（2010）は、「体育の指導において、『この
動きがおもしろい』『さっきと何かが違う』
という身体的な気づきを私は大切にしたい
と思っている。」と述べている。今回の新
聞紙を操る活動において、指導者は、新聞
紙の扱い方のメリハリと意外性がポイント
であるということを、「身体的な気づき」
を通して児童たちにつかませることが十分
にできていなかった。中村（2005）は、「ダ
ンスの指導において、消えてしまう動きを
生徒の『からだ』にうつし導いていくこと
が教師の任である。しかも、教師主導で教
え込み『からだ』に残すだけではなく、問
いかけ引き出すことで生徒自身に発見させ
『からだ』と『あたま』と『こころ』に残
るよう心がけたい」と述べている。
　「いろいろ変身！からだ遊び」の授業を
通して振り返ったときに、中村がいうよう
に、「からだ」に残すだけでなく、「問いか
け引き出すことで児童自身に発見させる」
ことが、児童自身の力で楽しさを広げたり
深めたりしていく確かな力となっていくと
いうことを再認識した。そして、そのため
には、１つ１つの「○○マン」の動きのお

もしろさを、指導者がどのように身体的な
気づきとしてとらえさせていくのかをさら
に吟味する必要があったと思われる。

２．�児童にとっての「いろいろ変身！から
だ遊び」の学習

　単元後にとったアンケートにより、「単
元全体の楽しさと理由について」「各時間
の楽しさについて」「どんな力がついたか」
の３点について調べた結果、児童にとって、
「いろいろ変身！からだ遊び」の学習がど
のようなものであったのか、次のような結
果が得られた。
　「単元全体の楽しさ」については、図１
に示すように、36人の児童のうち、「とっ

図 1�　「いろいろ変身！からだ遊び」の学
習について

ても楽しかった」が72％、「楽しかった」
が25％、「ふつう」が３％、「楽しくなかっ
た」「全く楽しくなかった」は０％だった。
97％の児童がとっても楽しかった、楽し
かったを占めていて、この結果から、児童
にとって「いろいろ変身！からだ遊び」の
単元が、楽しい学習であったといえる。ま
た、男女別に見ると、「とても楽しかった」
の割合が、女子は84.2％、男子は58.8％で
あり、女子のの方が楽しさ度が高い傾向に
あったことが分かった。「楽しかった理由」
の主なものとしては、「いろいろな動き、
いろいろな形で、いろいろなことをしたか
ら」「友だちの動きを真似し合っておもし
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ろかった」「変な動き、変な形がおもしろ
かった」「体をいっぱいつかって楽しかっ
た」であった。
　「各時間の楽しさ度について」は、５段
階評価のうち、どの時間も平均得点で４以
上となっている。楽しさ度の平均が１番高
かったのが第５時の「とことん新聞紙マン
に変身しよう」で4.6、２番目に高かった
のが第２時の「変形だるまさんがころんだ
マンに変身しよう」で4.5だった。
　「どんな力がついたか」では、「新聞紙に
なりきる力」が７人、「自由に動く力」が
５人、「したことのない変な動きをする力」
が５人、「変身の力」が４人、「リズムにノ
リノリになる力」が２人、「おもしろい力」
が２人だった。「誰とでもできる力」、「自
分を解放する力」、「体をふにゃふにゃにカ
チカチに動けた力」は、１人の記述だった
が、運動のおもしろさにかかわる注目すべ
き内容であったと思われる。
　これらの結果と、毎時間の学習カードか
ら、「いろいろ変身！からだ遊び」の単元は、
児童にとって楽しい学習であったこと、「多
様な質感の動き」「非日常の動き」「自由な
動き」などの「動きのおもしろさ」を学べ
たことが明らかとなった。

３．７つの観点から見た動きの評価
　図２～図８は、表１の児童の動きを評価
する７つの観点について、観点別に「児童
の動きの自己評価と指導者側の評価」をあ
らわしたもので、横軸は時間である。この
図から分かることは、次の３点である。
　１点目は、単元の最初の方では児童の動
きの自己評価よりも、指導者側の評価の方
が低く、その開きが大きいが、その差が次
第に縮まっていく傾向にあるということで
ある。児童は自分の動きを５時間通して肯
定的に評価してきたということ、指導者側
が、児童たちの動きが次第によくなって

いったと評価していると思われる。
　２点目は、図５の「速度・動きの変化」、
図７の「ひと流れの動き」、図８の「なり
きる」の３つの観点の指導者側の評価にお
いて、第１時から２時に評価が急上昇して
いる点である。
　図５では、1.6から2.4へ0.8上がり、図７
では1.7から2.4へ0.7上がり、図８では２か
ら2.7へ0.7上がっている。他の観点につい
ては0.5以下であるため、「速度・動きの変
化」「ひと流れの動き」「なりきる」の３つ
の観点が、第２時に評価が急上昇している
といえる。このことから、第１時で「途切
れがちだった児童たちの動き」の状態が、
第２時で「連続した動きでなりきって楽し
む」状態に変わったことが分かる。
　実際の授業における第２時での児童の様
子は、第１時に比べて、導入部分から動き
が伸びやかで躍動感があった。第１時に児
童たちの中にあったからだで遊ぶことに対
する「戸惑い」が消えていった結果だと思
われる。
　３点目は、指導者側の評価で一番評価が
低かった観点についてである。
　第１時、第２時、第３時では「質感の違い」
が1.3、1.8、2.1と一番低く、第４時、第５
時では「ひと流れの動き」のが1.8, ２と一
番低い。この結果は、各時間においてどの
観点に重点をおいて指導したかによって異
なってくるものと考えられる。しかし、村
田（1991）が、「学習の工夫の視点は、イ
メージと動きの多様な関わりを探究し、そ
れを『変化のあるひと流れの動き』に工夫
して、いかに表したいイメージを強調して
いくかにある。」と述べているように、「変
化のあるひと流れの動き」が表現運動にお
いて学ばせたい内容の核となっているとと
らえられる。「変化のあるひと流れの動き」
を学ばせるには、「質感の違い」と「ひと
流れの動き」は欠かすことのできない観点
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図２�　児童の動きの自己評価と指導者側の
動きの評価� 【全身を大きく使う】

図３�　児童の動きの自己評価と指導者側の
動きの評価� 【動きの種類】

図４�　児童の動きの自己評価と指導者側の
動きの評価� 【空間の移動】

図５�　児童の動きの自己評価と指導者側の
動きの評価� 【速度・動きの変化】

図６�　児童の動きの自己評価と指導者側の
動きの評価� 【質感のちがい】

図７�　児童の動きの自己評価と指導者側の
動きの評価� 【ひと流れの動き】

図８�　児童の動きの自己評価と指導者側の
動きの評価� 【なりきる】
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であると思われる。
　「質感の違い」をとらえさせるには、大
きく－小さく、すばやく－ゆっくり、強く
－弱く、天井－床というように対極の動き
をとらえさせることが重要で、それを連続
させていくことで「ひと流れの動き」がと
らえられてくる。
　この指導の核となる部分が、今回の授業
では十分にできていなかったことが、大き
な課題として浮き彫りとなった。

Ⅵ．まとめ

　本研究で明らかとなったことをまとめる
と、以下のようになる。
１．�「学ばせたい内容」と「児童の動き」
からみた各時間の授業省察から

⑴ 「リズムノリノリマン」において教師が
指導するところでは、おへそでリズムに
乗ることをシンプルな動きで、身体的な
気づきを引き出しながら十分に習得させ
ることが重要である。

⑵ 「変形だるまさんがころんだマン」にお
いては、「移動する－見たこともないポー
ズでピタッと止まる」を習得と活用が同
時進行する内容としてとらえ、全て指導
者のリードの元で、様々なバリエーショ
ンを楽しんでいく方が望ましい。

⑶ 「おもしろミラーマン」においては、
様々な個性と出会って楽しめるように、
ミラーマンの相手を次々と変えたり、「不
思議な生き物」等のテーマを決めて行う
やり方を入れたりする方が望ましい。

⑷ 「不思議オノマトペマン」においては、
様々なオノマトペによる動きのおもしろ
さをつかんだ後に、気に入ったオノマト
ペをつないでタイトルをつける等のやり
方を入れる方が望ましい。

⑸ 「とことん新聞紙マン」においては、動
きの質感の違いを身体的な気づきを引き
出しながらつかませ、その際、大きく－

小さく、すばやく－ゆっくり、強く－弱
く、天井－床というように対極の動きの
連続としてとらえさせることが重要であ
る。

２．�児童にとっての「いろいろ変身！から
だ遊び」の学習

⑴ 「いろいろ変身！からだ遊び」の学習は、
児童にとって楽しい学習であった。また、
女子の方が楽しさ度が高い傾向にあった。

⑵ 「各時間の楽しさ度について」は、どの
時間も高い評価であり、５つのからだ遊
びは、全て児童たちにとって楽しい内容
であったといえる。中でも「とことん新
聞紙マン」と「変形だるまさんがころん
だマン」の楽しさ度が高かった。

⑶ 「どんな力がついたか」では、「新聞紙
になりきる力」「自由に動く力」「したこ
とのない変な動きをする力」「変身の力」
「リズムにノリノリになる力」が主にあ
げられた。「誰とでもできる力」「自分を
解放する力」などの少数記述も含めて、
児童たちは、「いろいろ変身！からだ遊
び」のおもしろさや価値をとらえること
ができたといえる。

３．７つの観点から見た動きの評価
⑴ 児童の自己評価と指導者側の評価との開

きは、最初は大きいが次第に近づいてい
く傾向が認められた。

⑵ 指導者側の評価において、「速度・動き
の変化」「ひと流れの動き」「なりきる」
の３つの観点が第２時で急上昇してい
て、第１時に「途切れがちだった子ども
たちの動き」が、第２時以降「連続した
動きでなりきって楽しむ」児童の姿へと
変わった。

⑶ 単元前半は「質感の違い」の評価が低め
で、単元後半は「ひと流れの動き」の評
価が低めであり、特に、この２つの観点
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についての動きの指導が不十分であった
ことが明らかとなった。　

　「いろいろ変身！からだ遊び」の単元は、
指導者側の授業評価や児童の自己評価や内
容の受け止め方等から判断して、表現リズ
ム遊びの学習内容としての教材的価値を認
めることができた。ただ、授業評価として、
「動きの質感」「ひとながれの動き」につ
いての指導が十分にできていなかった課題
が浮き彫りとなった。授業省察で明らかと
なった課題を受けて、動きのおもしろさを
学びながら確かな力を身に付けていける単
元構想や指導方法を再検討し、さらに実証
的な研究を重ねていきたい。
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注

１） ドンドン、パチパチなどの「擬音語」
と、ニヤニヤ、ツンツンなどの 「擬態
語」を総称したフランス語。英語では
オノマトペアという。日本語では「擬
声語」と呼ぶことがある。
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